


項目１︓

① 医療機関コード（医科 / 歯科）

医科

歯科*

*歯科の医療機関コードが割り振られている場合のみ

② 開設者*

住所**

氏名

③ 病院情報

病院名

管理者
役職・氏名

所在地２

所在地１
（自動入力）

埼玉県立小児医療センター

6530190

郵便番号
（半角ﾊｲﾌﾝなし）

048-601-2200

地方独立行政法人埼玉県立病院機構

埼玉県北足立郡伊奈町大字小室８１８番地

**開設者が法人である場合は「住所」には法人事務所の所在地、「氏名」欄には法
人の名称を記入すること。

*開設者とは、医療機関の開設・設営の責任主体であり、原則として営利を目的とし
ない法人又は医師である個人であるものをいいます。

病院長  岡 明

埼玉県さいたま市中央区新都心１番地２

3308777

電話番号

基本情報

6510416



④ 地域医療支援病院の承認年月日

年月日

合計病床数

結核病床数

316

平成10年10月1日

316一般病床数

精神病床数

感染症病床数

療養病床数



項目２︓

① 紹介率・逆紹介率

*（１）

**（２）

***（３）

紹介率 ・・・（１）÷（２） 92.87%

逆紹介率

逆紹介患者数 ・・・（３）*** 7,207

逆紹介率 ・・・（３）÷（２） 65.17%

診療に基づき他の機関での診療の必要性等を認め、患者に説明し、その同意を得
て当該機関に対して、診療状況を示す文書を添えて紹介を行った患者(開設者と
直接関係のある他の機関に紹介した患者を除く）。

11,058

10,270

紹介率

紹介患者に対する医療提供及び他の病院又は診療所に対する患者紹介の実績

紹介患者数 ・・・（１）*

初診患者数 ・・・（２）**

医学的に初診といわれる診療行為があった患者数（以下を除く︓救急患者数、休
日又は夜間に受診した患者、自院の健康診断で疾患が発見された患者）

開設者と直接関係のない他の病院又は診療所から紹介状により紹介された者の数
（初診の患者に限る）。以下を含む︓電話情報により自院の医師が紹介状に転記
した患者、紹介状または検査票のある、精密検診のための受診



項目３︓

① 利用医師等登録制度の実施にあたる担当者の役職

② 登録医療機関数

③ 共同利用状況

*共同病床利用率（小数点第1位まで）

×100

MRI

放射線治療機器（リニアック・ガンマナイフ）
マンモグラフィ

その他

共同利用を実施している医療機器*

PET

1

役職 医事部長

共同利用にかかる病床

共同利用にかかる病床数

共同利用病床を共同利用にて使用した患者の年間患者延数

上記のうち、
開設者と直接関係のない*医療機関の数

1

*「開設者と直接関係がない」とは、開設者や代表者が同一である場合、または親族である場合、理事など
の役員の3/10が親族が占めている場合、またはそれに準じて重要な影響を与えている医療機関ではないも
のをいいます。

CT

（月間日数×月末病床数）の１〜12月の合計

▼「その他」を選択した場合は入力してください。

共同利用の実績

6

共同利用にかかる病床の病床利用率* 14.0

登録医療機関数



*出典︓外来医療に係る医療提供体制の確保に関するガイドライン〜第８次（前期）〜



項目４︓

① 救急医療の提供の実績

*:地方公共団体又は医療機関に所属する救急自動車により搬送された患者の数(救急患者の数)

 

② 重症救急患者のための病床の確保状況

③ 重症救急患者に必要な検査・治療に必要な診療施設の概要

▼共同利用している施設（建物）等

上記以外の救急患者の数

共同利用を行った医療機関の延べ数 49

専用病床数

・共同利用病床
・手術室
・高度診断機器
・病理解剖（受託）

救急用又は患者輸送自動車により搬入
した救急患者の数 2,617

優先使用の病床数 4

2,224

救急医療の提供の実績

4



*24時間体制になっているかも含めてご回答ください。

④ 通常の当直体制以外に重症救急患者の受入れに対応できる体制の確保状況

30 2

0
うち専従数

42 7

0

0
26 1診療放射線技師数

薬剤師数

0

0うち専従数
10
0

うち専従数

うち専従数

▼「あり」を選択した場合は入力してください。

医師数

常勤 非常勤

98 0
98 0

1

0

看護師数（准看護師含む）
うち専従数

うち専従数

35 1
35

臨床工学技士数

臨床検査技師数
00

※すべて24時間体制
※カッコ内は設備概要を記載

・救急室（床面積︓479.8㎡）
 （救急蘇生装置、呼吸心拍監視装置、心除細動除去装置）

・放射線技術部（床面積︓757.9㎡）
 （CT、MRI、一般撮影装置、超音波診断装置、血管撮影装置）

・検査技術部（床面積︓1,382.2㎡）
 （生化学自動分析装置、血液ガス分析装置、感染症分析装置、血算測定、凝固測定）

・集中治療室（新生児含む）（床面積︓3,540.6㎡）
 （救急蘇生装置、呼吸心拍監視装置、心除細動除去装置）

・ハイケアユニット（床面積︓1,299.3㎡）
 （救急蘇生装置、呼吸心拍監視装置、心除細動除去装置）

体制の確保 あり



00上記以外の従事者数



項目５︓

① 教育責任者の役職名

② 研修委員会

③ 研修について

34

なし

研修会開催回数*

研修会のうち医師以外の医療従事者
を対象にしたものの回数

症例検討会の開催回数

研修会参加延べ人数

研修委員会の設置 なし

「あり」の場合
その名称を入力

34医学・医療に関する講習会の開催回数

▼主な研修施設概要

▼主な研修概要

2,258

0

副病院長

（別紙１参照）

9

研修プログラムの有無

地域の医療従事者の資質の向上を図るための研修の実績

役職



・講堂１（床面積︓134.0㎡）
・講堂２（床面積︓111.8㎡）

※主な設備︓机、椅子、パソコン、プロジェクター、音響設備
※講堂１と２は、可動パーティションにより仕切られており、
 二部屋併せた使用が可能。



別紙１ 

 

地域の医療従事者の資質の向上を図るための研修の実績（令和６年度） 

 

１．埼玉小児疾患集談会 

開催日・場所 内            容 出 席 者 

令和６年６月１３日（木） 

場所：小児医療センター講堂 

第１５５回埼玉小児疾患集談会 

① 症例検討 腎臓科 

「腎機能障害と貧血で紹介となった12歳男児」 

② 症例検討 循環器科 

「急性胃腸炎から重篤な経過をたどった2例」 

③ 基礎講座 集中治療科 

「ＰＩＣＳ（集中治療後症候群）に対する取り組み」 

 

４７人 

院外医師１５人 

他 １人 

院内医師３１人 

 

令和６年９月１２日（木） 

場所：小児医療センター講堂 

第１５６回埼玉小児疾患集談会 

① 基礎講座 精神科 

「行動や気分に問題がある子の見立てとケアを考える」 

② 特別講演  

「医療サービスの評価と支払いの枠組み；国際比較的な

観点からの検討」 

演者 東京大学大学院医学系研究科  

公共健康医学専攻 教授（保健社会行動学） 

   

６８人 

院外医師３４人 

他 ２人 

院内医師３１人 

   他 １人 

令和６年１１月２８日（木） 

場所：小児医療センター講堂 

第１５７回埼玉小児疾患集談会 

① 症例検討 集中治療科 

「痙攣後の意識障害で当院に紹介された4歳男児」 

② 症例検討 消化器・肝臓科 

「腹痛で紹介となった8歳女児」 

③ 基礎講座 小児外科 

「一般的な小児外科疾患の今の治療は？ 

－鼡径ヘルニア、急性虫垂炎の治療について－」 

 

４２人 

院外医師１１人 

   他 １人 

院内医師３０人 

令和７年３月１３日（木） 

場所：小児医療センター講堂 

第１５８回埼玉小児疾患集談会 

① 基礎講座 

「こどもの頭部外傷－臨床的特徴・診断・治療について－」 

演者 外傷診療科 

② 特別講演  

「東日本大震災における被災の実際と課題の継承 

：被災した医療者として」 

演者 自治医科大学医学教育センター 

医療人キャリア教育開発部門 特命教授 

東北大学大学院医学系研究科 

消化器病態学分野 准教授（ｸﾛｽｱﾎﾟｲﾝﾄﾒﾝﾄ制度） 

               

 

７1人 

院外医師２３人 

他１１人 

院内医師３０人 

他 ７人 

 

 

 

 



２．地域連携懇談会 

開催日・場所 内            容 出 席 者 

令和７年２月１３日（木） 

場所：小児医療センター講堂 

 

第１０回地域連携懇談会 

    ～小児疾患の診断と治療の再確認～ 

第１部 講演会 

講演１：「成長曲線を読み解く ～診断から治療へ～」 

演 者：代謝・内分泌科 

 

講演２：「形成外科の役割 ～あざから先天異常まで～」 

演 者：形成外科 

 

第２部 懇談会 

１０５人 

院外６３人 

院内４２人 

 

 

３．唇顎口蓋裂セミナー 

開催日・場所 内            容 出 席 者 

令和６年６月１７日（月） 

形式：小児医療センター講堂 

   Web（Zoom）併用開催 

第２０回埼玉県立小児医療センター 唇顎口蓋裂セミナー 

① 講演：埼玉県立小児医療センターの口唇口蓋裂治療の  

現状と展望について 

講師：形成外科 

② 症例検討 

③ 事務連絡 

３４人 

医師 

歯科医師 

言語聴覚士 

教員 等 

令和７年１月２０日（月） 

形式：小児医療センター講堂 

web（Zoom）併用開催 

第２１回埼玉県立小児医療センター 唇顎口蓋裂セミナー 

① 講演：「綿形状」吸収性骨再生用材料レボシス 

‐CMFについての案内」 

講師：エムシーメディカル株式会社 

② 症例検討 

③ 事務連絡 

２４人 

医師 

歯科医師 

言語聴覚士 

教員 等 

 

 

 

４．児童虐待研修会（埼玉県虐待対応医療ネットワーク） 

開催日・場所 内            容 出 席 者 

令和６年７月１８日（木） 

形式：小児医療センター講堂 

   Web（Zoom）併用開催 

令和６年度第１回研修会 

座 長：小児医療センター副病院長 

演題１：「母子保健分野におけるこども虐待への対応 

     ～保健師に求められる支援技術と多職種連携～」 

講 師：埼玉県立大学保健医療福祉学部看護学科教授 

演題２：「小児科医が気になるこどもと保護者の様子 

     ～こども虐待につながるかもしれない事象を見逃さ

ないために～」 

講 師：峯小児科理事長・埼玉県小児保健協会会長 

３１７人 

医師、助産師、 

看護師、心理師、 

社会福祉士、 

児相職員、保育士 

警察官 等 



令和６年１１月７日（木） 

場所：所沢市保健センター 

多目的ホール 

令和６年度第２回研修会 

座長：小児医療センター副病院長 

講演：「市区町村要保護児童対策地域協議会における 

ケースカンファレンス 

－９年間の歩みの中で大切にしてきたこと－」 

講師：東洋大学福祉社会デザイン学部子ども支援学科教授  

 

グループディスカッション 

 テーマ「要対協ケースマネジメントにおける専門職の役割」 

７４人 

医師 

助産師 

看護師 

弁護士 

児相職員 

社会福祉士 等 

令和７年２月２５日（火） 

形式：小児医療センター講堂 

   Web（Zoom）併用開催 

令和６年度第３回研修会（教育講演） 

演題：「児童虐待の画像診断―再確認と適正運用を目指して―」 

講師：放射線科 

１８２人 

医師、助産師、 

看護師、福祉職 

児童福祉士、 

社会福祉士、教育

関係、警察官 等 

 

 

５．小児在宅看護研修 

開催日・場所 内            容 出 席 者 

令和６年１２月６日（金） 

形式：小児医療センター講堂 

Web（Zoom）併用開催 

第２５回埼玉県立小児医療センター小児在宅看護研修会 

テーマ「在宅ＨＦＮＣ(高流量鼻カニュラ酸素療法)について」 

講演１：「在宅ＨＦＮＣについて」 

講 師：臨床工学士 

講演２：「在宅ＨＦＮＣ装着患者の看護について」 

講 師：看護師 

６０人 

会場 

院外１２人 

院内  ５人 

Zoom ４３人 

 

 

６．小児がん看護専門研修 

開催日・場所 内            容 出 席 者 

令和７年１月１６日（木） 

Web開催（Zoomを使用） 

 

演題１：「がんの子どもの症状マネジメントにおける 

セルフケア支援」 

講 師： 小児看護専門看護師 

演題２：「”痛み”の症状マネジメントとセルフケア支援」 

講 師： 緩和ケア認定看護師 

演題３：「口腔粘膜炎の症状マネジメントとセルフケア支援」 

講 師： がん化学療法看護認定看護師 

６７人 

看護師 

ＣＬＳ 

ＰＴ 

保育士 

 

令和７年２月１日（土） 

Web開催（Zoomを使用） 

特別講演：「がんの子どものアピアランスケア」 

講    師：国立がん研究センター中央病院 

       アピアランス支援センター 

講 演：「がんの子どものアピアランスケア 

－当院の支援の実際－」 

講 師：ＡＹＡ支援チーム長 

４８人 

看護師 

ＣＬＳ 

ＰＴ 

保育士 

 

 

 



７．小児・ＡＹＡがん在宅医療 

開催日・場所 内            容 出 席 者 

令和６年１１月３０日（(土)） 

形式：小児医療センター講堂 

   Web（Zoom）併用開催 

第一部：症例ディスカッション 

座  長：血液・腫瘍科 

ﾊﾟﾈﾘｽﾄ：大宮在宅クリニック 小児科 

コスモ訪問看護リハビリステーションさいたま北 

看護師、理学療法士 

青葉薬局 薬剤師 

 

第二部：特別講演 

座 長：血液・腫瘍科 

講 演：小児がん在宅衣料へのマインドチェンジ 

～障壁を超えて青春に立ち会う～ 

講 師：あおぞら診療所 

８１人 

医師、看護師 

ソーシャルワーカー 

薬剤師 等 

 

 

 

８．移行医療セミナー 

開催日・場所 内            容 出 席 者 

令和６年１０月１６日（水） 

形式：小児医療センター講堂 

   Web（Zoom）併用開催 

 

第１回埼玉県立小児医療センター 移行医療セミナー 

座長：埼玉県立小児医療センター副病院長 精神科 

講演：「重症心身障害児・者、知的障害児・者の移行医療 

     ：療育センターにおける経験と埼玉県への提案」 

講師：東京都立北療育センター 小児科 

７５名 

医師、看護師 

ＭＳＷ／ＰＳＷ 

保健師、薬剤師 

公認心理士 等 

 

 

９．緩和ケアチーム研修会 

開催日・場所 内            容 出 席 者 

令和７年３月４日（火） 

形式：小児医療センター講堂 

   Web（Zoom）併用開催 

テーマ：「子どもの生と死について考える－死生学のすすめ－」 

講 師：埼玉医科大学国際医療センター  

精神腫瘍科 教授 

１８２人 

医師、看護師 

薬剤師 等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１０．感染免疫・アレルギー科 診療連携カンファレンス 

開催日・場所 内            容 出 席 者 

令和６年１０月３１日（木） 

形式：小児医療センター講堂 

   Web（Zoom）併用開催 

講演１：「当科の診療内容と実績」 

講演２：ご紹介患者様の報告 

座 長：感染免疫科 

    「転院後に川崎病の診断となった３例の初期症状と 

経過」 

講演３：ミニレクチャー 

座 長：感染免疫科 

「劇症型溶連菌感染症について」 

「薬物アレルギー 最近のトピック」 

２９人 

医師 

 

 

 

 

 

１１．小児神経セミナー 

開催日・場所 内            容 出 席 者 

令和６年１１月１６日（土） 

場所：小児医療センター講堂 

 

「小児神経セミナー」  

講演１：「急性脳炎脳症の対応」 

講 師：神経科 

講演２：「小児てんかん重積状態の初期対応」 

講 師：神経科 

講演３：「神経所見から考える病巣同定と検査の組み立て」 

講 師：神経科 

講演４：「小児の理学療法」 

講 師：理学療法士 

講演５：「てんかんにおける脳波・fMRI同時記録について」 

講 師：慈恵医大小児科 

講演６：「七転八倒・ボクの小児てんかん診療」 

講 師：埼玉県立小児医療センター副病院長 

２８人 

医師 

放射線技師 

看護師 

救急救命士 

 

 

 

 

１２．専門・認定看護師公開研修 

開催日・場所 内            容 出 席 者 

令和６年９月１７日(火) 

形式：Web開催（Zoom） 

テーマ：Late Preterm(後期早産児)への支援 

演題１：「後期早産児の特徴」 

講  師：新生児集中ケア認定看護師 

演題２：「後期早産児の関りについて」 

講  師：小児看護専門看護師 

３７名 

看護師 

作業療法士 

理学療法士 等 

令和６年９月２４日(火) 

形式：Web開催（Zoom） 

テーマ：化学療法をうけた子どもへの支援 

演題１：「化学療法によって易感染状態にあるこどもの看護」 

講  師：がん化学療法看護認定看護師 

演題２：「子どもたちを感染症から守るための感染対策の基本」 

講  師：感染管理認定看護師 

３２名 

看護師 

作業療法士 

理学療法士 

保育士 等 



令和６年１０月１日(火) 

形式：Web開催（Zoom） 

テーマ：在宅で生活する小児がんの子どもへの支援 

演題１：「子どもの苦痛の緩和」 

講  師：緩和ケア認定看護師 

演題２：「在宅での多職種連携」 

講  師：小児看護専門看護師 

４８名 

看護師 

作業療法士 

理学療法士 

等 

令和６年１０月１５日(火) 

形式：Web開催（Zoom）  

テーマ：小児慢性疾患をもつ子どもの移行期支援 

演題１：「移行を見据えた看護と最近の動向」 

講  師：小児看護専門看護師 

演題２：「糖尿病をもつ子どもの移行期支援」 

講  師：糖尿病看護認定看護師 

４４名 

看護師 

保育士 

令和６年１０月２２日(火) 

形式：Web開催（Zoom）  

テーマ：事故や病気で入院している子どものきょうだいへの支援 

演題１：「きょうだいの気持ち」 

演題２：「きょうだいへの支援」 

講演３：「事故や病気で亡くなった子どものきょうだいへの支援」 

講  師：小児看護専門看護師 

    新生児集中ケア認定看護師 

４１名 

看護師 

助産師 

保育士 

令和６年１０月２９日(火) 

形式：Web開催（Zoom）  

テーマ：医療者が知っておきたい災害時の乳幼児食事支援 

備えや災害時の支援の方法について 

演題１：新生児～乳児編 

演題２：幼児編 

講演３：流動食などの特殊な食事編 

講  師：新生児集中ケア認定看護師 

    摂食・嚥下障害看護認定看護師 

４６名 

看護師 

助産師 

作業療法士 

理学療法士 

 

 

１３．移植医療セミナー 

開催日・場所 内            容 出 席 者 

令和６年１１月２２日（金） 

形式：小児医療センター講堂 

   Web（Zoom）併用開催 

「令和６年度 第１回 

小児の臓器提供施設連携 カンファレンス」 

 

演題：「小児の臓器提供の１例」 

講師：東京歯科大学市川総合病院 移植医療支援室 

   看護師長 

 

６０名 

医師 

看護師 

理学療法士 

臨床検査技師 

ＭＳＷ 

令和６年１２月１９日（木） 

形式：小児医療センター講堂 

   Web（Zoom）併用開催 

「令和６年度 第２回 

小児の臓器提供施設連携 カンファレンス」 

 

演題：「令和７年度 臓器提供施設連携体制構築事業について」 

講師：外傷診療科 

 

特別演題：「法的観点から見る臓器移植法  

附則５項をめぐる課題について」 

講師：龍谷大学 法学部 

５８名 

医師 

看護師 

臨床検査技師 

社会福祉士 

弁護士 

ＭＳＷ   等 



令和７年３月４日（火） 

形式：小児医療センター講堂 

   Web（Zoom）併用開催 

「令和６年度 第３回 

小児の臓器提供施設連携 体制構築事業 協議会」 

 

演題：「死因研究とグリーフケア－最新の議論－」 

講師：富山大学医学部付属病院 小児科学教室 准教授 

 

特別演題：「死因研究制度と臓器移植」 

講師：千葉大学大学院医学研究院・医学部 法医学教室 教授 

 

６８名 

医師 

看護師 

臨床心理士 

弁護士 

警察官 

ＭＳＷ  等 

 

 

１４．医師会向け講演会 

開催日・場所 内            容 出 席 者 

令和６年９月４日（水） 

形式：Web（Zoom）開催 

川口市医師会小児科部会講演会 

講演１：小児の頭部外傷について 

講 師：小児医療センター 外傷科 

講演２：虐待対応について 

講 師：小児医療センター 副病院長・放射線科 

１３人 

医師 

 

令和６年９月１８日（水） 

形式：Web（Zoom）開催 

川口市医師会小児科部会講演会 

講演１：アトピー性皮膚炎について 

講 師：小児医療センター 皮膚科 

講演２：包茎・停留精巣について 

講 師：小児医療センター 泌尿器科 

１６人 

医師 

 

令和６年１１月１５日（火） 

形式：Web（Zoom）開催 

越谷医師会・春日部市医師会 合同講演会 

講義：「児童虐待の画像診断」 

講師：小児医療センター副病院長 放射線科 

 

３４人 

医師 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１５．県民のための医療セミナー 

開催日・場所 内            容 出 席 者 

令和６年１１月９日（土） 

場所：ＷｉｔｈＹｏｕさいたま 

「小児てんかんセンター開設記念 第３５回てんかん教室」 

 

講演１：「わたしのてんかん，みんなのてんかん」 

講 師：神経科 副病院長 

 

講演２：「てんかんの診断から治療まで」 

講 師：神経科 医長 

 

講演３：「発作時の対応と家庭・集団生活での配慮」 

講 師：小児看護専門看護師 

 

講演４：「こどものてんかんと発達障害 

 ～自分とつきあっていくこと～」 

講 師：保健発達部 公認心理師 

 

講演５：「難治性てんかん、発達障害をもつてんかん児の薬剤

選択」 

講 師：保健発達部 医長 

 

講演６：「成人移行の準備と留意点」 

講 師：神経科 科長 

 

１２２人 

一般県民、 

教育関係者 

医療関係者 等 

 

 

１６．移行期医療支援セミナー 

開催日・場所 内            容 出 席 者 

令和６年１１月１６日（土） 

場所：小児医療センター講堂 

 

講義１：「小児のネフローゼ症候群、 

慢性腎炎（IgA腎症、紫斑病性腎炎）について」 

講  師：腎臓科医員 

講義２：「小児期発症ネフローゼ症候群、慢性腎炎（IgA腎症、

紫斑病性腎炎）の移行期症例の現状」 

講 師：腎臓科科長 

講義３：脱・保護者だけが頑張る子育て 

～ライフステージで見る移行期〝支援"～ 

講 師：ニモカカクラブ代表 

 

３５人 

患者家族 

医療関係者 

 

 

 

 

 



１７．小児がん患者・家族セミナー 

開催日・場所 内            容 出 席 者 

令和６年１０月５日（土） 

形式：Web開催（Zoom使用） 

 

第２回 がん化学療法を学ぼう！ 

 

講義１：「小児急性リンパ性白血病の治療 

～新しいアスパラキナーゼ製剤の活用」 

講 師：血液・腫瘍科 

講義２：「抗がん剤の仕組みについて」 

講 師：薬剤部 

 

３９組 

患者家族 

医師 

看護師 

薬剤師 

医療関係者 等 

 

 

１８．さいたまＩＢＤこども倶楽部 

開催日・場所 内            容 出 席 者 

令和７年３月２９日（土） 

形式：Web開催（Zoom使用） 

 

第４回 さいたまＩＢＤこども俱楽部 

 

講義１：「ＩＢＤとは」 

講 師：消化器・肝臓科 

講義２：「今までわかっている炎症性腸疾患の原因」 

講 師：消化器・肝臓科 

講義３：「みんなが持っているレジリエンスという力」 

講 師：消化器・肝臓科 

講義４：「自立に向けて－今からできること－」 

講 師：消化器・肝臓科 看護師 

講義５：「成人を迎えた小児期発症ＩＢＤ患者さんからのお話」 

講 師：成人患者さん 

 

３１組 

患者様 

患者様ご家族 

薬剤師 

 



*︓研修会開催回数は、当該病院以外の地域の医療従事者が含まれるものに限る

 
項目６︓

① 管理責任者及び担当者の役職名

② 診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の体系的な管理方法

医事部長

▼診療に関する諸記録の管理方法

担当者の役職

・診療に関する諸記録
 病院日誌、各科診療日誌、処方せん、手術記録、看護記録、
 検査所見記録、エックス線写真、紹介状、退院した患者に係る
 入院期間中の診療経過の要約

・保管場所
 事務局（総務担当、医事担当）看護部、薬剤部、病歴室

・分類方法
 ①月別、年度別
 ②日別、月別、年度別
 ③患者番号

責任者の役職 事務局長

診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の体系的な管理方法



項目７︓

▼病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法

①共同利用の実績
 保管場所︓地域連携・相談支援センター
 分類方法︓月別、年度別

②救急医療の提供の実績
 保管場所︓事務局（医事担当）
 分類方法︓日別、月別、年度別

③地域の医療従事者の資質の向上を図るための研修の実績
 保管場所︓事務局（総務担当）
 分類方法︓月別、年度別

④閲覧実績
 保管場所︓事務局（医事担当）
 分類方法︓月別、年度別

⑤紹介患者に対する医療提供及び他の病院又は診療所に対する患者紹介の
 実績の数を明らかにする帳簿
 保管場所︓地域連携・相談支援センター
 分類方法︓日別、月別、年度別

診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法及び閲覧の実績



① 閲覧責任者及び担当者の役職名

② 主な閲覧方法

③ 閲覧件数・概要

医事部長

閲覧方法

閲覧の諸手続きに則ち、申請を受けたものについて、
条例もしくは要綱に基づき適正に閲覧を認める。

なお、閲覧には当センターの職員が立ち会うものとす
る。

件数 0
▼閲覧者別件数

医師

責任者の役職 病院長

歯科医師
地方公共団体

その他

0
0
0
0

担当者の役職



項目８︓

① 委員会について

院外の委員数

委員長の所属・役職 岩槻医師会 理事（峯小児科 院長）

医療法施行規則第９条の19第１項第１号に規定する委員会の開催の実績

総開催回数 5

16

委員数 16

▼概要

【開催日時】
 ●第４２回 埼玉県立小児医療センター 診療連絡委員会
       令和６年８月２６日（月）13:00〜14:30
【主な議論の概要】
 １．運営状況
 ２．診療状況
  ・紹介の概要、外来・入院の概要    ・内科系診療部門の概要
  ・外科系診療部門の概要        ・中央系診療部門の概要
  ・保健発達部門の概要         ・地域医療支援病院の概要
 ３．意見交換、情報共有

【開催日時】
 ●埼玉県立小児医療センター 診療連絡委員会（書面開催）
   令和6年5月17日（金）、8月6日（火）、10月28日（月）、
   令和7年2月17日（月）
【主な議論の概要】
 １．運営状況について意見交換



項目９︓

① 主として患者相談を行った者の役職（複数回答可）

② 患者相談について

役職 副技師長、主任、技師、非常勤職員

患者相談の実績

総相談件数 11,189件

患者相談を行う場所 相談窓口・相談室・病棟 等



項目10︓

項目11︓

項目12︓

果たしている役割に関する情報発信の有無 はい

▼「はい」の場合、どのような評価を受けているか

評価を行った機関名、評価を受けた時期
 機関名︓公益財団法人 日本医療評価機構
     機能種別版評価項目（3rdG:Ver.3.0）・一般病院２
 受審日︓2024年3月7日、8日
 認定期間︓2024年5月10日〜2029年5月9日

病院機能に対する第三者評価の実績

退院調整部門

果たしている役割に関する情報発信

病院機能について
第三者による評価を受けているか

はい

退院調整部門の設置の有無 はい

▼「はい」の場合、情報発信・内容等の概要

情報発信の方法、内容等の概要
 ・各研究会、研修会の案内︓郵送、電子メール、ホームページ、SNS
 ・各月の診療スケジュール︓郵送、ホームページ
 ・診療のご案内︓郵送、ホームページ
 ・小児センターだより︓郵送、ホームページ、SNS



項目13︓

項目14︓

地域連携クリティカルパスの策定の有無 いいえ

▼「はい」の場合、その内容や運用方法の概要

その他の特記事項

地域連携を促進するための取組み



項目15︓

項目

概要

都道府県毎の独自項目（足りない場合は欄を下に追加してください）

項目

概要

項目

概要


